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https://www.dir.co.jp/report/research/economics/japan/20201001_021800.html

	＜小売関連＞
	◆【百貨店】大手3社の9月の既存店売上高は前年比4割減程度。消費増税前の2019年9月の駆け込み需要の影響を除くために前々年比で見ると減少率は概ね8月並み。
	◆【アパレル】9月既存店売上高の前年比伸び率は、しまむらとユニクロは前年比1割増程度、ユナイテッドアローズは秋冬商品の販売が低調で同3割減程度。
	◆【スーパー】9月の売上は前月比▲2％程度（大和総研による季節調整値）。 主力の食品売上も小幅に減少（同▲2％程度）。
	◆【ホームセンター】9月の売上は前月比▲5％程度（大和総研による季節調整値）。 雑貨やヘルスケアの売上が減少。
	◆【家電】9月の大手家電量販店の売上は前月比▲10％程度（大和総研による季節調整値）。 8月に猛暑効果で好調であったエアコンの売上の一服が減少に寄与。
	◆【自動車】9月の新車販売台数は8月から1.4万台増加（大和総研による季節調整値）。

	＜サービス関連＞
	◆【新幹線】9月の輸送量は前年比6割減程度と8月（同7～8割減程度）からマイナス幅が縮小。
	◆【旅客機】ANA、JAL両グループの8月の輸送量は、国内線で前年比7～8割減程度、国際線で 同95％減程度。JCB消費NOW等のデータに基づくと、9月は国内線で前年比のマイナス幅が小幅に縮小した一方、国際線は概ね8月並みだったと推測。 なお、10月は国内線の約3～5割、国際線の約9割が運休予定。
	◆【宿泊】8月の外国人宿泊者数（宿泊日数ベース）は、7月と同様にほぼゼロで推移。 引き続き入国制限を行っていることから、9月も同様の結果を見込む。
	8月の日本人宿泊者数は前年比5割減程度と7月から横ばい。 JCB消費NOW等のデータに基づくと、「Go To トラベルキャンペーン」の影響で9月は前年比マイナス幅が小幅に縮小したと推測。
	◆【外食】8月売上伸び率は前年比15％減程度と7月から変わらず回復が頭打ち。自治体による酒を提供する業態への営業時間短縮要請や夏休み期間の短縮等がマイナス要因。 JCB消費NOW等のデータに基づくと、9月は8月と概ね同程度と見込む。

	＜参考：日銀短観1F ＞



